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新宿区自治基本条例の推進について

１. 新宿区自治基本条例とは・・・

区民

議会
区

(行政)

区民、議会、区（行政）それぞれがどのような
役割を担い、どのような方法でまちづくりを進
めていくか自治の基本ルールを明確化

基本ルールを条例化することで区民が主役のまちづ
くりを着実に推進し、誰もが住みたい、住み続けたいと
思えるまちづくりへ

２. 特色

●区民の定義 ～ 新宿区に関わる多様な主体
  住民、区内で働く者、学ぶ者、活動する者、活動する団体

●子どもの権利保障、
  国際社会との相互理解・協調（多文化共生）の推進

●条例の見直し（４年を超えない範囲での検証）

条例の詳しい内容はこちらから

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index07_8.html
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新宿区の将来の姿に関する研究について

１. 令和6（2024）年度の調査・研究内容

過去・現在・未来の人口
動向を中心とした区の特
徴や個別トピックのテーマ
における今後の課題など
を調査・研究

研究の詳しい内容はこちらから

２. 研究所レポート2024の内容

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index07_04_01.html

●人口編
人口・世帯や人口動態、将来推計人口などの基礎データを踏ま
え、人口動向を中心とした区の特徴と傾向を紹介

●ＤＸ編
ＤＸの概要、都や先進自治体の事例を通して、ＤＸの可能性や課
題について考察、またデジタルプラットフォーム等を活用した住民
参加・合意形成の新たな形について分析し、ＤＸの方向性を掲示

●ウェルビーイング（Well-Being）指標編
デジタル庁の地域幸福度指標から区の「まちの特徴を捉えてみ
る」ことと、一般的なウェルビーイング指標の政策活用に関する先
進自治体の事例を整理することで、政策への活用の可能性を検討

区の中長期的な政策立
案の支援と、次期「新宿
区総合計画」や行政計画
の策定などにおける基本
政策・施策への活用

区の将来を見据えた課
題を考える上で、区の実
態を把握し、区の「過去・
現在」を知り、「未来」を考
えるための基礎資料
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